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汐見町政４期目スター汐見町政４期目スタートト

▲町議会議員や支援団体、町職員を前に初登庁の挨拶をする汐見町長

▼

宮本安選挙管理委員長より、当選証書が手渡されました

井手町のさらなる発展に向け井手町のさらなる発展に向けてて
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す
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
方
々

に
利
用
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が

よ
り
一
層
の
利
便
性
を
高
め
る
た

め
に
は
、
全
線
複
線
化
は
必
要
で

あ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
引
き
続

き
関
係
機
関
に
全
線
複
線
化
を
強

く
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
税
収
の
確
保
と

雇
用
機
会
の
拡
大
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
で
あ
り
ま
す
。
本
町
の
よ

う
な
小
さ
な
自
治
体
で
は
、
三
位

一
体
の
改
革
に
よ
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
、
財
政
状
況
は
悪
く
は
な
っ

て
も
良
く
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
十
分
認
識
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
多
賀
地
域
の
白
坂

地
区
の
開
発
を
進
め
る
と
共
に
、

企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
教
育
に
つ
い
て
は
、
学

校
施
設
の
耐
震
化
完
了
を
は
じ

め
、
文
科
省
が
学
級
数
に
応
じ
て

図
書
室
の
必
要
な
本
の
数
を
定
め

て
い
る「
学
校
図
書
館
図
書
標
準
」

の
達
成
に
続
い
て
、
よ
り
よ
い
学

習
環
境
を
整
え
る
た
め
、
教
室
な

ど
に
空
調
設
備
を
設
置
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
方
々
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
各
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
進
め
る
た
め
、高
齢
者
・
障
害

者
の
方
々
を
交
え
た
検
討
委
員
会

で
検
討
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て

―
こ
れ
ま
で
取
り
組
ま
れ
た
主
な

事
業
や
施
策
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
お
考
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
長
　
３
期
目
の
４
年
間
は
、
国

や
京
都
府
の
ご
支
援
を
得
な
が
ら

将
来
の
井
手
町
の
姿
を
見
据
え
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
ま
ず
道
路
・
交

通
網
の
整
備
と
し
て
、府
道
和
束

井
手
線
の
道
路
拡
幅
、
玉
水
跨
線

橋
付
近
の
整
備
や
府
道
上
狛
城
陽

線
多
賀
バ
イ
パ
ス
の
工
事
な
ど
が

関
係
各
位
の
ご
協
力
の
も
と
、
順

調
に
す
す
ん
で
お
り
、
本
年
８
月

に
は
多
賀
バ
イ
パ
ス
で
一
部
供
用

開
始
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
次
に
、
生
活
環
境
整
備
と
し
て

の
下
水
道
事
業
で
は
、
当
初
の
計

画
を
大
幅
に
上
回
る
速
さ
で
進
ん

で
お
り
、
平
成
　
年
度
末
で
普
及

１８

率
は
約
　
％
に
達
し
ま
し
た
。

９４

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
対
策
で

は
、
０
歳
児
保
育
の
実
施
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
、
乳
幼
児

医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
安
心
・
安
全
の
取
り

組
み
と
し
て
、
順
次
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
耐
震
化
工
事
も
、
現
在

進
め
て
お
り
ま
す
泉
ヶ
丘
中
学
校

体
育
館
の
建
て
替
え
事
業
が
終
わ

れ
ば
、
町
内
公
共
施
設
の
耐
震
化

率
は
１
０
０
％
に
な
り
ま
す
。

―
具
体
的
に
は
、
今
後
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
お
考
え

で
す
か
。

町
長
　
今
回
立
候
補
す
る
に
あ
た

っ
て
、
基
本
姿
勢
と
基
本
政
策
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
基
本
姿
勢
は
、「
山
田
府

政
と
協
調
し
豊
か
な
自
然
と
利
便

性
・
快
適
性
と
が
共
存
す
る
新
し

い
ま
ち
」
の
実
現
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
基
本
姿
勢
を
も
と
に
し
た

基
本
政
策
と
し
て
◇
自
然
と
調
和

の
と
れ
た
個
性
が
光
る
秩
序
あ
る

ま
ち
づ
く
り
◇
活
力
の
あ
る
産
業

の
振
興
と
快
適
で
潤
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
◇
あ
す
を
創
造
す
る
教

育
や
文
化
・
福
祉
が
は
ぐ
く
む
ま

ち
づ
く
り
◇
み
ん
な
で
と
り
く
む

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
ま
ず
Ｊ
Ｒ
奈
良

線
の
全
線
複
線
化
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
玉
水
駅
に
快
速
電
車
が
停
車

一部供用開始となった多賀バイパス

子育て支援センター

ＪＲ多賀駅前整備の様子

お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
豊
か
な
自
然
に
育
ま

れ
た
本
町
の
自
然
環
境
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
で

あ
り
ま
す
。

　
町
内
の
自
然
環
境
の
保
全
整
備

と
活
用
に
取
り
組
む
中
心
的
な
組

織
と
し
て
本
年
５
月
に
結
成
さ
れ

た
「
井
手
町
豊
か
な
緑
と
清
流
を

守
る
協
議
会
」
や
「
カ
ジ
カ
ガ
エ

ル
保
護
友
の
会
」、「（
仮
称
）
井
手

町
源
氏
ボ
タ
ル
の
保
護
等
に
関
す

る
協
議
会
」
な
ど
を
支
援
し
、
都

市
化
が
進
む
中
で
豊
か
な
自
然
の

中
清
流
が
流
れ
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

が
舞
い
、
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
の
鳴
き

声
が
聞
こ
え
て
く
る
井
手
町
を
目

指
し
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
一
言
何
か
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
ど
う
ぞ
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
様
々
な
事
業
や

取
り
組
み
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
も
、
住
民
と
議
会
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

だ
成
果
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
さ
ら
に
厳
し
い

時
代
を
む
か
え
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
も
住
民
と
議
会
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
一
つ
の
方
向

に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
が
出
来
た

な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
困
難
な
道

も
切
り
開
い
て
い
け
る
も
の
と
確

信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
４
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
汐
見
町
長
に
、
今
後
の
井
手
町
の
課
題

や
町
長
自
身
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
抱
負
を
聞
き
ま
し
た
。
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い

で

の

ま

ち

か

い

で

の

ま

ち

か

どど

社
会
福
祉
を
体
験
し
ま

し
た

　
８
月
　
日
（
土
）、
賀
泉
苑
に
お

１８

い
て
、
東
部
・
西
部
・
北
部
区
合
同

の
自
主
防
災
学
習
会
が
開
催
さ

れ
、
約
　
人
の
住
民
が
参
加
し
ま

６０

し
た
。

　
昭
和
　
年
に
起
こ
っ
た
南
山
城

２８

水
害
の
映
画
を
上
映
、
役
場
職
員

か
ら
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
７
～
９
人
が
一
つ
の

班
に
な
り
、
防
災
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
災
害
が
起
こ
る
前
の
事
態
を

想
定
し
、
各
自
が
ど
の
よ
う
な
行

動
を
取
る
の
か
を
考
え
、
班
で
話

し
合
う
も
の
で
す
。

　
８
月
３
日
（
金
）、
早
朝
よ
り
Ｊ

Ｒ
玉
水
駅
・
山
城
多
賀
駅
で
人
権

啓
発
の
街
頭
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
活
動
は
、
京
都
人
権
啓

発
推
進
会
議
が
提
唱
し
て
、
人
権

強
調
月
間
の
８
月
と
人
権
週
間
の

　
月
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
ま

１２す
。
　
当
日
は
、
福
田
副
町
長
、
府
山

城
広
域
振
興
局
、
町
人
権
擁
護
委

員
、
町
商
工
会
、
部
落
解
放
同
盟

井
手
支
部
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
町
勤
労
者
協
議
会
を
は
じ
め

各
種
団
体
の
役
員
の
み
な
さ
ん
　２６

人
が
、
通
勤
・
通
学
の
方
々
に
「
か

け
が
え
の
な
い
命
・
思
い
や
り
の

心
を
大
切
に
」
と
書
か
れ
た
キ
ッ

チ
ン
ク
ロ
ス
を
手
渡
し
な
が
ら
人

権
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
し

た
。

　
７
月
　
日
（
火
）
か
ら
８
月
２

３１

日
（
木
）
の
３
日
間
、
泉
ヶ
丘
中

学
校
の
生
徒
が
町
内
の
保
育
園
、

福
祉
施
設
を
訪
れ
、
体
験
を
通
し

て
福
祉
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
保
育
園
を
訪
れ
た
生
徒
は
、
ゲ

ー
ム
や
プ
ー
ル
遊
び
を
し
て
園
児

と
触
れ
合
い
ま
し
た
。

　
弥
勒
会
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
訪

れ
た
生
徒
は
、
職
員
の
仕
事
を
体

験
し
、
利
用
者
と
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
町
立
玉
泉
苑
で

３
日
間
の
体
験
学
習
を
振
り
返

り
、
学
ん
だ
事
や
感
想
な
ど
を
発

表
。
そ
の
後
、
終
了
証
書
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

多賀保育園

人
権
に
つ
い
て

　
　
考
え
ま
し
ょ
う

自
分
達
の
ま
ち
は

　
自
分
達
で
守
ろ
う

た
く
さ
ん
の
友
達
と

交
流
で
き
ま
し
た

人権啓発の街頭活動をするみなさん

　
７
月
　
日
（
木
）、
井
手
小
学
校

２６

で
井
手
町
就
学
指
導
委
員
会
、
井

手
町
障
害
児
（
者
）
保
護
者
の
会

主
催
の
夏
の
地
域
学
校
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
井
手
・
多
賀
小
学
校
、
泉
ヶ
丘

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
ほ
か
、

南
山
城
養
護
学
校
、
京
都
聾
学

校
、
井
手
共
同
作
業
所
の
方
々
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
始
め
に
、
み
ん
な
で
「
手
と
手

と
手
と
」
を
合
唱
し
、
各
学
校
・
団

体
の
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
３
つ
の
班
に
わ
か
れ

て
自
己
紹
介
や
台
車
リ
レ
ー
、
じ

ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
、

多
目
的
室
に
移
動
し
て
陶
芸
に
も

挑
戦
し
ま
し
た
。

ウ

オ

ッ

チ

ン

ウ

オ

ッ

チ

ン

ググ

いづみ保育園 玉川保育園 デイサービス 賀泉苑

クロスロードゲームに取り組む参加者

陶芸に挑戦する参加者
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①８月２日（木）井手小学校で行われた夏休み木工教室

②８月１４日（火）段ノ下公園で行われた南北盆踊り大会

③８月１８日（土）南部区児童公園で行われた盆踊り大会

④８月２４日（金）八百忠前で行われた納涼地蔵盆大会

⑤８月２４日（金）山吹ふれあいセンターで行われた木

　工教室

⑥７月３１日（火）多賀小学校で行われた夏休み木工教室

⑦８月１５日（水）東部区児童公園で行われた納涼大会

⑧８月１６日（木）上井手区公民館で行われたカラオケ

　・盆踊り大会

⑨８月１８日（土）高月区公民館で行われた夏祭り

⑩８月１６日（木）万灯呂山展望台で行われた電球点灯

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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１０月１日から、課税証明書や納税証明書などの申請のため、窓口
へ来られた方の本人確認を行うこととなりました。
つきましては、皆様には運転免許証など下記に記載の本人確認
書類をご提示いただくことになります。
これは、本人になりすました第三者が証明書を不正に取得する
ことを防止し、皆様の大切な資産や収入などの情報を保護する
ためのものです。趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。

基
本
健
康
診
査
を
受
け
ま

し
ょ
う

　
９
月
　
日
ま
で
１
人
年
１
回
、

２９

町
内
の
委
託
医
療
機
関
に
お
い
て

　
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
実
施
し

４０て
い
ま
す
。

　
勤
務
先
な
ど
で
定
期
的
に
健
康

診
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
除
き
ま
す
。

　
す
で
に
申
し
込
み
を
さ
れ
受
診

票
が
届
い
て
い
る
方
は
、
忘
れ
ず

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
だ
、
申
込
を
さ
れ
て
い
な
い

人
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
の
場
合
は

９
月
　
日
ま
で
に
、
ま
た
、
保
健

２５

セ
ン
タ
ー
に
直
接
の
場
合
は
９
月

　
日
（
金
）
ま
で
受
付
を
行
い
ま

２８す
。
　
な
お
、
申
し
込
み
を
さ
れ
る
場

合
は
、
先
に
配
布
し
ま
し
た
「
各

種
健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ
」
に

添
付
し
て
い
る
申
込
は
が
き
又
は

官
製
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
用
の
は
が
き
は
保
健

セ
ン
タ
ー
、
役
場
衛
生
課
、
賀
泉

苑
に
も
置
い
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
℡
　
－
３
３
８
５
）
ま
で

８２

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
通
常
の

か
ぜ
と
異
な
り
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
感
染
症
で
す
。

　
そ
の
予
防
に
は
一
般
的
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
よ
り
発
病
、
重
症
化

の
予
防
に
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
月
１
日
か
ら
　
月
　
日
の
間

１０

１２

１５

に
お
い
て
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
し
込
み
方
法
等
に
つ

い
て
は
、
９
月
に
配
布
予
定
の

「
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

《
対
 象
 者
》

　
①
井
手
町
に
在
住
し
、
接
種
日

に
お
い
て
満
　
歳
以
上
で
接
種
を

６５

希
望
す
る
方

　
②
接
種
日
に
お
い
て
満
　
歳
以

６０

上
　
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、

６５
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己

の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有

す
る
方
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常

生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度

の
障
害
の
あ
る
人

申
込
期
間
／
９
月
　
日
（
木
）
か

２０

ら
　
月
　
日
（
金
）

１２

１４

実
施
期
間
／
　
月
１
日
（
月
）
か

１０

ら
　
月
　
日
（
土
）

１２

１５

接
種
場
所
及
び
方
法
／
希
望
す
る

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種

接
種
費
用
／
自
己
負
担
　
１
，０

０
０
円
（
た
だ
し
、
生
活
保
護
世

帯
、　
年
度
町
民
税
非
課
税
世
帯

１９

（
本
人
の
み
で
な
く
、
世
帯
員
全

員
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
の
こ
と

で
す
。）
の
人
は
、
自
己
負
担
が
無

料
で
す
。）

ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
参
加
者

募
集

本人確認の対象となる証明

住民税課税証明、所得証明、住民税等申告書写し、固定資産

評価証明、公課証明、家屋証明、納税証明（車検用軽自動車

税納税証明を除く）など

本人確認書類

運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード、身体障害者

手帳、健康保険被保険者証、介護保険被保険者証、年金手帳

など

また、「固定資産課税台帳」の閲覧や「土地価格等縦覧帳簿」、「家
屋価格等縦覧帳簿」の縦覧につきましても、従来どおり本人確認
書類の提示をお願いします。
＊お問い合わせは、税務課（℡８２－６１６３）まで

税務課からのお知らせ

税務証明書交付等申請に係る本人確認に

ご協力をお願いします

　
こ
れ
ま
で
の
生
活
習
慣
を
見
直

し
、
適
正
体
重
を
目
標
に
仲
間
と

一
緒
に
減
量
に
取
り
組
み
ま
せ
ん

か
。

対
象
／
　
歳
～
　
歳
ま
で
の
方
で

４０

６５

Ｂ
Ｍ
Ｉ
　
以
上
の
方

２５

煙

÷

Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重
（
㎏
） 
身
長

÷

（
ｍ
） 
身
長
（
ｍ
）

受
付
期
限
／
９
月
　
日
（
火
）

２５

実
施
期
間
／
　
月
～
翌
年
３
月

１０

内
容
／
栄
養
士
に
よ
る
食
事
改
善

教
室
３
回
、
運
動
実
践
指
導
者
に

よ
る
運
動
教
室
６
回

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
３

８２

３
８
５
）
ま
で

目
の
健
康
（
ア
イ
ヘ
ル
ス
）
診
査

　
目
の
健
康
に
つ
い
て
の
検
診
を

行
い
ま
す
の
で
受
診
し
ま
し
ょ
う

対
象
／
町
内
在
住
　
歳
以
上
の
方

５０

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
後
１

１０

３１

時
半
～
４
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費
／
無
料

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
綴
喜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
℡
　
‐
０
１
７
７
）
ま
で

６２
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禍

花

稼

苛
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箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

特

別

支

援

教

育

っ

て

何

？
「
そ
の
１
」

　
み
な
さ
ん
　
こ
ん
に
ち
は
。

　
突
然
で
す
が
、
特
別
支
援
教
育
と
い
う
言
葉
を
ご
存

じ
で
す
か
？
最
近
に
な
っ
て
よ
く
耳
に
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
今
年

４
月
に
学
校
教
育
法
の
一
部
が
改
正
施
行
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
の
「
障
害
児
教
育
」
を
「
特
別
支
援
教
育
」
と
改
め

た
か
ら
で
す
。

　「
特
別
支
援
教
育
」
と
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の

自
立
や
社
会
参
加
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
に
、
子

ど
も
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
つ
か
ん
で
、

そ
の
持
て
る
力
を
高
め
、
生
活
や
学
習
へ
の
適
切

な
指
導
や
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
わ
が

国
が
め
ざ
す
社
会
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
お
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え
合
う
共
生

社
会
（
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
で
す
。
共
生
社
会
の

実
現
の
た
め
に
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
人
権
を
基
盤
と
す

る
考
え
方
に
立
っ
て
教
育
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  こ
れ
ま
で
か
ら
盲
・
聾
・
養
護
学
校
（
法
改
正
に
よ
り

「
特
別
支
援
学
校
」
と
い
う
）
や
小
中
学
校
の
障
害
児

学
級
（
法
改
正
に
よ
り
「
特
別
支
援
学
級
」
と
い
う
）

に
在
籍
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
特
別
な
教
育
課

程
の
も
と
で
指
導
・
支
援
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。　

　
と
こ
ろ
が
近
年
、
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）、
注
意
欠
陥
多

動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
及
び
高
機
能
自
閉
症
な
ど
、

知
的
発
達
の
遅
れ
は
な
い
け
れ
ど
特
別
な
教
育
的

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
、
通
常
の
学
級
の

中
に
約
６
％
程
度
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
特
別
な
教
育
的
支
援
を
行
う

た
め
に
、
今
年
度
か
ら
制
度
化
を
図
っ
て
本
格
的
に

「
特
別
支
援
教
育
」
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

  次
回
も
「
そ
の
２
」
と
し
て
、「
特
別
支
援
教
育
」
の

具
体
的
な
取
組
や
指
導
・
支
援
に
つ
い
て
掲
載
し
ま

す
。

（
註
１
）
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）
･･･知
的
発
達
の
遅
れ

は
な
い
が
、「
聞
く
」「
話
す
」「
読
む
」「
書
く
」「
計
算
す
る
」

「
推
論
す
る
」
能
力
の
う
ち
、
特
定
の
も
の
の
習
得
と
使
用

が
著
し
く
困
難
を
示
す
状
態
。

（
註
２
）
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
･

･･年
齢
あ
る
い
は
発
達
に
不
釣
り
合
い
な
不
注
意
・
多
動

性
・
衝
動
性
を
特
徴
と
す
る
障
害
で
集
団
で
の
学
習
や
生

活
上
の
困
難
が
あ
る
状
態
を
指
す
。

（
註
３
）
高
機
能
自
閉
症
･･･知
的
に
は
高
い
が
自
閉
症

の
特
徴
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
、
対
人
関
係
・
社
会

性
障
害
、
固
執
性
な
ど
）
が
あ
り
、
独
自
の
世
界
を
持
っ

て
い
る
の
で
、
周
囲
か
ら
理
解
さ
れ
に
く
か
っ
た
り
、
集

団
で
は
学
び
に
く
い
状
態
を
指
す
。

教育の窓

2006年度 全国中学生人権作文コンテストの入賞作品から
　このコンテストは、法務省と全国人権擁護委員連合会が、次代を担う中学生に人権についての作文を書いて
もらうことによって、人権尊重の大切さや基本的人権についての理解を深め、豊かな人権感覚を身につけても

らうことを目的に開催されています。

　作品から伝わってくる、人権に対する純粋な気持ちにふれて、人権について考えましょう。

　　皆、同じ普通の人

　愛知県・東海市立名和中学校１年　 橋本  育美 
はしもと いくみ

　私は生まれつき目が見えません。けれども保育園、小学校と地域
の園や学校に通ってきました。そして、今も普通の中学校に通って
います。
　小さなころは、目が見えないという感覚がまったくありませんで
した。登校する時は近所のお姉さんが手を引いて連れて行ってくれ
たし、学校では、友達や先生が手をつないで一緒に行動してくれた
ので、困ることはありませんでした。時々、顔や義眼のことをから
かわれたりもしたけれど、そんなことは何とも思わず、友達と遊ん
だり話したりすることがとても楽しくて、毎日が生き生きしていた
ように感じます。
　しかし、高学年になるにつれて、皆との違いを徐々に感じるよう
になってきました。皆が簡単にできることでも、私にはなかなかで
きないことが増えてきて、友達やサポートの先生が手伝ってくれる
事に対しても、迷惑ばかりかけてしまうと自分を責めるようになっ
ていました。皆と同じようにできない自分が嫌になってきて、早く
目が見えるようになりたい、皆と同じような普通の人になりたいと
思っていました。「障害」という壁みたいなものがあるように感じて
いたのです。
　そんな時、母に連れられて、私と同じ目の不自由な人の講演会に
行きました。その方は以前教師をなさっていて、四十代の時に病気
で失明されたそうです。その方は、ほとんど見えなくなったころ、
教師を辞めなければならない辛さや将来の不安も一杯であったけれ
ど、一番悲しかったのは、周りの人が自分をまるで小さな子どもの
ように扱ったり、友人までもがそれまでとは違った接し方をしてき
たことだったと言ってみえました。自分は目が見えなくなっても今
までと何も変わらないのに、周りの変化が悲しくて、「私は見えなく
ても普通の人間だ」と、ずっと心の中で叫んでいたそうです。
　そして、見えない人には見えない人の世界があり、やり方がある、
いつも周りの見える人たちに合わせようと頑張りすぎる必要はな
い、ということも話して下さいました。自分は、今の見えない自分
も大好きだとも仰っていました。
　私はこの話をきいて、すごいなと、とても感動しました。この先

生の考えは、それまでの私とは全く逆でした。私は、皆と比べてう
まくできない自分を駄目だと責め、目の見える普通の人になりたい
とばかり思っていたのだけれど、私だって見えなくても普通の人間
なんだ、と思うと、急に目の前が明るくなった感じがして、胸の中で
もやもやしていたものがなくなりました。そして、障害という壁を
つくっていたのは、自分の方だったのだということに気づきました。
　確かに、目が不自由な分、他の人にいろいろ手伝ってもらわなけ
ればならないことも多いし、どんなに頑張ってもうまくできないこ
ともたくさんあります。けれども、そうしたできない部分、自分の
見えないという障害を受け入れないと、先に進めないのだと思うよ
うになりました。何でも周りの人に追いつこうとする気持ちが、か
えって心に壁をつくってしまっていた気がします。講演の先生のよ
うに、見えない自分も素直に認める心を持ち、周りの人とも接して
いきたいです。
　私は、目は見えないけれど、皆と一緒に普通の中学校に通ってい
ます。友達が見ているテレビや映画は私も見たいし、女の子達に人
気のあるアイドルやタレントさんは、顔は分からないけれど、私も
格好いいと思うし、大好きです。部活動も、吹奏楽でホルンをやら
せてもらっています。楽譜を耳から覚えないといけないのと、先生
の指揮が見えないので大変な面もあるけれど、小学校の時に聞いた
先輩達の演奏にあこがれて、ずっと入りたいと思っていた部活なの
で、三年間やり遂げたいと思っています。
　文字を書く代わりにタイプで点字を打ち、歩く時には白杖を持っ
ているけれど、それでも私は、見えないということを除けば他の友
達と変わりのない普通の中学生です。皆と一緒に勉強し、運動し、
友達と笑ったり、時にはけんかしたりしながら、前向きに充実した
中学校生活を送っていきたいです。
　私は目が不自由なだけだけれど、世の中には、もっと重い障害を
背負った人がたくさんいます。しかし、その人たちも困難をかかえ
ながらも、それぞれのやり方で生活しています。障害を持った人は、
決して人と比べて自分を責めすぎず、自分から障害の壁をつくらな
いで欲しいです。そして周りの人は、障害のある人を下に見ず、友
達として平等な目で見てくれればありがたいです。どんな人でも同
じ人であることに変わりはなく、皆同じ普通の人なのだと誰もが思
えれば、障害に対する偏見も無くなると思います。そんな社会にな
るよう願い、私にもできることがあれば、行動していきたいです。
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参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／
　
月
６
日
（
土
）

１０

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
（
℡
　
‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

届
い
て
い
ま
す
か「
き
ょ
う
と
府
民

だ
よ
り
」（
京
都
府
広
報
紙
）

　
京
都
府
が
発
行
し
て
い
る
「
き
ょ
う
と
府
民
だ

よ
り
」
は
、
毎
月
第
１
日
曜
日
に
、
新
聞
折
込
（
京

都
・
読
売
・
毎
日
・
産
経
・
朝
日
・
日
経
）に
よ
り
皆
さ

ん
の
ご
家
庭
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
で
、「
き
ょ
う

と
府
民
だ
よ
り
」
が
届
い
て
い
な
い
ご
家
庭
に
は

送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
京
都
府
広
報

課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
ま
た
府
内
在
住
の
視
覚

障
害
者
の
方
を
対
象
に
点
字
版
・
文
字
拡
大
版
・
テ

ー
プ
版
も
発
行
し
て
い
る
ほ
か
、
京
都
府
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
ご
利

用
下
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、
京
都
府
広
報
課
（
℡
０

７
５
‐
４
１
４
‐
４
０
７
４
）
ま
で

「
緊
急
地
震
速
報
」が
　
月
１
日

１０

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
震
源
に
近
い
観
測
点
で

地
震
を
検
知
し
、
直
ち
に
震
源
や
地
震
の
規
模

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）
な
ど
を
推
定
し
、
大
き
な
揺

れ
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を

目
指
す
情
報
で
す
。
こ
の
情
報
を
聞
い
て
、
大
き

な
揺
れ
が
始
ま
る
前
に
防
災
行
動
を
と
る
こ
と
に

よ
り
、
地
震
被
害
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
地
方
気
象
台
防
災
業

務
課
（
℡
０
７
５
‐
８
４
１
‐
３
０
０
６
）
ま
で

下
水
道
に
異
物
を
流
さ
な
い
で
　!!

　
私
た
ち
の
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
汚
水
が
、

い
つ
排
水
さ
れ
て
も
き
ち
ん
と
処
理
で
き
る
よ

う
、　
時
間
体
制
で
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
や
機
械
が

２４

働
い
て
い
ま
す
。

(

　
し
か
し
、
最
近
、
下
水
道
管
内
に
異
物
 特
に

タ
オ
ル
、
下
着
類
、
生
理
用
品
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

)

ー
パ
ー
な
ど
 が
流
入
し
、
下
水
道
中
継
ポ
ン
プ(

 

)

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
 の
故
障
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
　
下
水
道
管
の
詰
ま
り
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の

故
障
が
原
因
と
な
り
、
個
人
の
宅
内
や
道
路
で
汚

水
が
溢
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
異
物
を

流
さ
な
い
で
下
さ
い
。

平
成
　
年
度
自
衛
官
等
募
集
案
内

１９

募
集
種
目
／
防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大
学

校
学
生
、
看
護
学
生

受
付
期
間
／
９
月
７
日
（
金
）
～
　
日
（
金
）
た

２８

だ
し
、
防
衛
大
学
校
学
生
の
推
薦
の
み
９
月
５
日

（
水
）
～
７
日
（
金
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宇
治
地
域
事
務
所
（
℡
　４４

‐
７
１
３
９
）
ま
で

救
急
車
の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て

～
本
当
に
救
急
車
が
必
要
で
す
か
？
～

　
全
国
的
に
救
急
出
動
件
数
は
、
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
井
手
町
内
で
も
毎
年
救
急
出
動
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。　
こ
の
中
で
緊
急
性
が
な
い

の
に
救
急
要
請
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
た

め
、
本
当
に
緊
急
性
の
あ
る
傷
病
者
が
救
急
要
請

さ
れ
て
も
、
す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
　
出
動
要
請
の
中
に
は
「
ど
こ
の
病
院
に
行
っ
た

ら
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
・
・
・
」、「
救
急
車

で
搬
送
し
て
も
ら
っ
た
方
が
、
早
く
み
て
も
ら
え

る
か
ら
・
・
・
」
な
ど
急
を
要
す
る
病
気
や
ケ
ガ

で
も
な
い
の
に
要
請
さ
れ
る
た
め
、
救
急
件
数
の

増
加
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。　
１
１

９
番
通
報
す
る
前
に
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
で
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
今
一
度
検
討
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
　
事
故
や
急
病
で
、
症

状
か
ら
み
て
緊
急
に
病
院
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
し
て
下

さ
い
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
の
助
け
合
い
の
精
神
で
、
正
し

い
救
急
車
の
利
用
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

救
命
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
誰
も
が
簡
単
に
出
来
る
心
肺
蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
・

人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）の
講
習
会
で
す
の

で
、
積
極
的
に
参
加
し
救
命
手
当
を
学
び
ま
し
ょ

う
。

日
時
／
　
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

１０

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
　
会
議
室

定
員
／
　
名
程
度

１０

９
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
４
期
納
期
限
で
す

今年の町民体育大会の会場は
井手小学校に変わります！！
泉ヶ丘中学校体育館の改築工事のため今年に
限り会場が変更になりました。
当日は、小学校前での路上駐車は絶対にしな
いで下さい。お近くの方は、徒歩か自転車で
お越し下さい。また、多賀地区の方は保健セ
ンター、合藪ポンプ場、役場の駐車場をご利
用下さい。

講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
水
）・
　
日
（
火
）

１１

１９

２５

　
　
／
　
月
３
日
（
水
）・
９
日
（
火
）

１０

い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

ス

ポ

ー

ツ

【
第
　
回
町
民
体
育
大
会
】

３６

日
時
／
９
月
　
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

３０

場
所
／
井
手
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
協
会
事
務
局
（
℡
　８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で
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(
)

【
和
太
鼓
教
室
 サ
ー
ク
ル
 】

日
時
／
９
月
　
日
（
土
）・
　
日
（
土
）

１５

２９

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
９
月
　
日（
土
）・
　
月
６
日
（
土
）
午
後
１

２２

１０

時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体

育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
９
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
金
）

１４

２８

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
９
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
正
午

１４

１０

　
　
　
　
　
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
　
時
半

２８

１０

１１

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１８

《
人
権
学
習
（
ビ
デ
オ
）》

日
時
／
９
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
半
～
正
午
、

２８

１１

午
後
３
時
～
３
時
半

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研

修
棟

【
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
教
室
】

日
時
／
９
月
　
日
（
水
）・
　
日
（
水
）・
　
日
（
水
）

１２

１９

２６

い
ず
れ
も
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

１５

４５

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
い
づ
み
ふ
れ
あ
い
学
級
（
社
会
見
学
）
】

日
時
／
９
月
　
日
（
木
）
午
前
８
時
半
～
午
後
５

２０

時場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
集
合
・
解
散

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

９
月
は
、
多
賀
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）
に

開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ
た

る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１１

２５

　
　
／
　
月
９
日
（
火
）

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
℡
　
‐
６
１
６

８２

５
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
９
月
　
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２８

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
９
月
　
日
（
水
）

１９

　
　
／
　
月
　
日
（
水
）

１０

１０

い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

《
育
児
相
談
》

日
時
／
９
月
　
日
（
水
）

１２

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
】

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１１

２５

い
ず
れ
も
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で
 

８２

【
平
成
　
年
度
井
手
町
消
防
団
町
長
査
閲
】

１９

日
時
／
９
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～

１６

１０

場
所
／
井
手
小
学
校

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
】

日
時
／
９
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
金
）

１４

２８

い
ず
れ
も
午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

煙
申
し
込
み
は
不
要
で
す

煙
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

煙
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
】

《
木
の
実
を
使
っ
て
マ
ス
コ
ッ
ト
》

日
時
／
９
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１９

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
井
手
玉
川
大
学
第
３
回
講
座
】

日
時
／
　
月
４
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～

１０

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

【
エ
ミ
リ
ー
ズ
ク
ラ
ス
】

《
第
１
回
》

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）
午
後
７
時
半
～
９
時

１１

《
第
２
回
》

日
時
／
　
月
９
日
（
火
）
午
後
７
時
半
～
９
時

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
 

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
９
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１３

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
　
月
４
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１０

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も
　
歳
以
上

６５

【
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
】

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
～
正
午

２５

１０

　
　
／
９
月
　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２７

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

【
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
①
】

日
時
／
　
月
３
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１０

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
９
月
　
日
（
金
）

１４

対
象
／
Ｈ
　
・
１
・
２
か
ら
Ｈ
　
・
４
・
　
生
ま
れ

１６

１６

１４

《
乳
児
健
診
》

日
時
／
　
月
１
日
（
月
）

１０

対
象
／
Ｈ
　
・
５
・
７
か
ら
Ｈ
　
・
７
・
１
生
ま
れ

１９

１９

受
付
／
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

【
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
　
月
１
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１０

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
９
月
　
日
（
火
）
午
後
２
時
～
４
時

２５

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回
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煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
  ９
月

◆
一
般
書

「
沈
底
魚
」 

曽
根
圭
介

「
い
つ
か
陽
の
あ
た
る
場
所
で
」

 

乃
南
ア
サ

「
湿
地
帯
」 

宮
尾
登
美
子

「
果
て
の
花
火
」 

松
井
今
朝
子

「
愛
の
挨
拶
」 

本
岡
類

「
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｅ
 リ
バ
ー
ス
」

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月
 
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

　
月
～
３
月
 
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

１０

☆
９
月
・
　
月
の
休
館
日

１０

９
月
　
・
　
・
　
日

１８
２５
２７

　
月
 １
・
９
・
　
・
　
・
　
・
　
日

１０

１５
２２
２５
２９

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

煙
図
書
は
１
人
　
冊
、
２
週
間

１２

煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、 
２
週
間

 

石
田
衣
良

「
有
頂
天
家
族
」 

 

森
見
登
美
彦

◆
児
童
書

「
い
い
か
ら
 い
い
か
ら
２
」

 

長
谷
川
義
史

「
ペ
ン
ギ
ン
か
ん
そ
く
た
い
」

 

斉
藤
洋

「
ぼ
く
、
カ
ギ
を
の
ん
じ
ゃ
っ
た
！
」

 

ジ
ャ
ッ
ク
・
ギ
ャ
ン
ト
ス

「
ぽ
っ
か
り
つ
き
が
で
ま
し
た
ら
」

 

渡
辺
有
一

「
サ
ク
ラ
ン
ボ
た
ち
の
幸
せ
の
丘
」

 
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン

☆
９
月
・
　
月
の
図
書
館
行
事

１０

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

　
月
　
日
（
土
）

１０

１３

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

９
月
　
日
（
土
） 

　
月
　
日
（
土
）

１５

１０

２０

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

ドリーム
吉村達也
瑛子と「できちゃった婚」し
た大輔。だが時間が経つほど
に後悔が募る。そして結婚５
年目、大輔は女子大生キャバ
クラ嬢との浮気に走る。殺人
事件に巻き込まれる運命とも
知らず、彼女との人生こそ、
自分の新たな夢だと信じて…。

かんたん！ 水きりえ
小川政子
新聞紙はハサミやカッターだ
けでなく水でも切れます。や
さしく水を吸い込む色とりど
りの新聞紙を用意して、さあ、
水きりえを始めましょう！  
作り方、作品の楽しみ方を写
真で丁寧に紹介します。巻末
に下絵入りはがき付き。

ベッキーのたんじょうび
ターシャ・テューダー
物語は夏の１日。ベッキーの
１０歳のおたんじょうびの日は、
魔法が働いたように輝きわた
りました。それは一生忘れる
ことのない思い出となりまし
た。ターシャ・テューダー家
の実話を描いた絵本。

涙のタトゥー
ギャレット・フレイマン＝ウ
ェア
１５歳のソフィーのとざされた
心は、涙のタトゥーを入れた
少年が現れた日から変わりは
じめる…。ニューヨークを舞
台に透明感あふれる文体で綴
る喪失と再生の物語。

癌
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岩
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翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
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Ｑ
　
学
生
の
保
険
料
納
付
特
例
を
、
教

え
て
下
さ
い
。

Ａ
　
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
る
学
生
で
、

本
人
の
前
年
所
得
が
基
準（
１
１
８
万
円

＋
扶
養
親
族
等
の
数×

 
　
万
円
＋
社
会

38

保
険
料
控
除
等
）
以
下
で
あ
る
人
は
、
保

険
料
に
つ
い
て
、
納
付
す
る
必
要
が
な

い
「
学
生
納
付
特
例
」
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
大
学
（
大
学

院
）
や
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
な
ど
に

在
学
す
る
、
昼
間
、
夜
間
、
定
時
制
、
通

信
課
程
の
学
生
で
す
。

焔
学
生
納
付
特
例
を
受
け
る
と

煙
学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故
な
ど
の
場
合

は
、
保
険
料
免
除
期
間
と
同
様
に
扱
わ

れ
、
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
、
遺
族
基
礎

年
金
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

煙
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。

煙
　
年
以
内
に
保
険
料
を
追
納
す
る
と
、

10
通
常
に
納
付
し
た
こ
と
と
同
じ
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
３
年
目
以
降
に
追
納

す
る
場
合
は
、
加
算
が
つ
き
ま
す
。

焔
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
住
民
課
（
℡

　
‐
６
１
６
４
）
ま
で
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ごみ収集日程表（ 9月11日～ 10月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL８２‐6166）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、内
垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地、田村新田⑧９月２５日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨９月２６日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩９月２７日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、安
堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山⑪９月２８日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内⑫１０月１日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝⑬１０月２日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭１０月３日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、下赤
田、上赤田、鳥休⑮

９月１１日
１０月４日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに衛生課へ電話予約（TEL８２‐6166）してください。（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エア

コン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

 区　分

地　区 

９月１２日

９月２６日

１０月１０日

９月１９日

１０月３日
１０月４日９月２７日９月１３日９月２０日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

９月１９日

１０月３日

９月１２日

９月２６日

１０月１０日

１０月５日９月２７日９月１４日９月２１日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

９月１９日

１０月３日

９月１３日

９月２７日
１０月４日９月２０日

９月１２日

１０月１０日
９月２６日火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区

　
月
は
「
マ
イ
バ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
月
間
で
す
。

１０　　
レ
ジ
袋
の
年
間
使
用
量
は
１
人
あ
た
り
３
０
０
枚
と
言

わ
れ
、
ご
み
の
増
加
や
地
球
温
暖
化
の
原
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。　
月
は
レ
ジ
袋
の
使
用
や
過
剰
包
装
を
削
減
し
、

１０

マ
イ
バ
ッ
ク
（
買
い
物
袋
）
を
持
参
す
る
全
国
統
一
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
ク

を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

最近猫に関する苦情（糞・毛の放置、やかましい、野良猫が増えている等）が多数寄せられています！

野良猫にエサを与えないで下さい。衛生上も問題です。
なぜ、野良猫にエサを与えるだけの世話は、いけないのか！
　猫は、生後５，６ヶ月ぐらいから妊娠が可能になり、１年に２～３回、１回に２～８匹生みます。猫が１回６
匹生み、半数がメスであると仮定すると、１年で１匹のメスから７９匹になってしまいます。１匹野猫を助けよ
うとした行為が、７９匹のかわいそうな猫を増やすことになってしまいます。
「飼育猫」の飼い主のかたへ
１．猫が好きでない人や猫を飼っていない人の立場を尊重する　　３．不妊去勢手術をする。
２．屋内飼育をする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．名札をつける。（身元を表示する。）



こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
エミリーズクラス【第１回】（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

火11

育児相談（午前９時半～１０時半、西部公民館）水12
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）木13
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
３歳児健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金14

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、井手小学校）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親と子の絵本の会（午後２時～、山吹ふれあいセンター）

土15

平成１９年度井手町消防団町長査閲（午前１０時～、井手小学校）日16
月17

ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後７時～９時半、いづみ人権交流センター）火18
育児相談・あそびの広場（午前９時半～１０時半、保健センター）
生き生きふれあいサロン【木の実を使ってマスコット】（午後１時半～、玉泉苑）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
パワーヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

水19

いづみふれあい学級【社会見学】（午前８時半～午後５時、いづみ人権交流センター集合・解散）木20
金21

和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土22
日23
月24

ダイエット教室（午前１０時～正午、保健センター）
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
無料法律相談（午後２時～４時、玉泉苑）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後７時～９時半、いづみ人権交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）

火25

パワーヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）水26
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
ダイエット教室（午後１時半～３時、保健センター）木27
大正琴教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
人権学習【ビデオ】（午前１１時半～正午、午後３時～３時半、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

金28

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、井手小学校）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土29

第３６回町民体育大会（午前８時半～、井手小学校グラウンド）日30
無火災デー防火パレード
乳児健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）

月10/1

ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後７時～９時半、いづみ人権交流センター）火2
マタニティースクール①（午後１時半～３時半、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
パワーヨガ教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

水3

料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
井手玉川大学【第３回】（午後１時半～、自然休養村管理センター）

木4

金5
ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土6

日7
月8

障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後２時半～５時、午後７時～９時半、いづみ人権交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
エミリーズクラス【第２回】（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

火9

育児相談・あそびの広場（午前９時半～１０時半、保健センター）
いづみふれあい学級【第４回】（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）水10

妻夫住所

山 本　 唯木村　 啓介井手

〈
出
産
〉

届出人赤ちゃん住所

蔵 人 虎  偉 
とら い

藤 波井手

わ か な 健  心 
けん しん

小 平井手

伊 佐 夫 元  輝 
げん き

山 口多賀

出張徴収【多賀】

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 9月11日～10月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：総務部企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

〈
婚
姻
〉

（７月２０日から８月１９日までの届出分・敬称略）

（７月２０日から８月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－6161総　務　課
総　務　部 0774－82－6162企画財政課

0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住　民　課

民　生　部 0774－82－6165福　祉　課
0774－82－6166衛　生　課
0774－82－6167建　設　課事　業　部 0774－82－6168産　業　課
0774－82－6169水　道　課上下水道部 0774－82－6170    下 水 道 課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署
0774－82－2001代 表 番 号

出張徴収【北・南】

妻夫住所

関 口　 明子　田　 祐二多賀

（６月２０日から７月１９日までの届出分・敬称略）

お詫びと訂正

誤

正

妻夫住所

関 口　 明子　田　 祐二多賀

（６月２０日から７月１９日までの届出分・敬称略）

広報いで８月号に掲載の氏名に一部誤りがあ

りました。お詫び申し上げますとともに、次

のとおり訂正させていただきます。


